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子書籍貸出をめぐる議論（1）. みんなの図書館 . 2013, （433）, 
p. 62-68.
（ 9 ）IFLA. 前掲 .
（10）なお、個別の電子書籍サービスに関する契約の内容につい
て留意すべき事項を取りまとめたものとして、アメリカ図
書館協会（ALA）が 2012 年 8 月に公表した報告書「公共
図書館のための電子書籍ビジネスモデル」がある
 "EBook Business Models for Public Library".,American 
Library Association. 2012-08-08.
 http://connect.ala.org/files/80755/EbookBusinessModels 
PublicLibs.pdf, （accessed. 2014-2-10）.
 この報告書は、電子書籍サービスに関する契約内容の標準
は未だ流動的であるとの現状認識に立ち、契約交渉に臨む
姿勢、契約内容を評価する基準、具体的な契約条件の評価
について取りまとめたものである。評価対象とした具体的
な契約条件とは、
 （1）同時アクセス数制限
 （2）総アクセス回数制限
 （3）図書館向け価格の設定
 （4）発行後一定期間経過後の購入
 （5）図書館施設内のみでの貸出手続
 （6）コンソーシアム内または図書館間の貸出制限である。
（11） 日本の著作権法 30 条以下に権利制限規定が設けられている
が、これらの規定と相いれない内容を契約で定めた場合、
この契約内容は有効であろうか、無効であろうか。この論
点は、著作権法上の権利制限規定が強行法規であるか、任
意法規であるかという論点として捉えられ、具体的には、
各規定の果たす役割や成果を踏まえた上で解釈すべきもの
とされる
 作花文雄 . “4. 制限規定と契約 ” 詳解著作権法 . 第 4 版 , ぎょ
うせい , 2010, p.309-313.
 仮に、図書館サービスに関わる権利制限規定が任意法規で
あると解される場合は、電子書籍サービスの提供に関する
契約でその規定と相いれない内容を含む場合、契約で定め
た内容が有効となるので、結果的に権利制限規定で認めら
れた図書館サービスが実施できないことになる。
（12）"IFLA E-Lending Background Paper", IFLA.
 http://www.ifla.org/files/assets/clm/publications/ifla-
background-paper-e-lending-en.pdf, （accessed. 2014-02-10）
（13）日本図書館協会が 1954 年に採択、1979 年に改訂。この宣
言の全文および解説は、以下を参照。
 日本図書館協会図書館の自由委員会編 .「図書館の自由に
関する宣言 1979 年改訂」解説 . 第 2 版 , 日本図書館協会 , 
2004, p.127
（14）たとえば、アメリカのオーバードライブ社が提供する電子
書籍サービスにおいては、電子書籍は同社のサーバーから
利用者が直接インターネットを通じてダウンロードするの
で、利用者の利用情報が同社に蓄積される可能性がある
 溝口敦 . アメリカ公共図書館の 95％が導入するオーバード
ライブの電子図書館モデルとは？ . ず・ぼん . 2013, （18）, p. 
116.
 このような電子書籍サービスの場合、ベンダーが利用者の
プライバシーである利用情報を把握する可能性があるので、
利用者のプライバシー保護に特に留意する必要があろう。
（15）KADOKAWA・講談社・紀伊國屋書店の 3 社は、共同で日
本電子図書館サービスを設立し、早期の図書館向け電子書
籍サービスを提供することを目指すと発表した
 " 株式会社日本電子図書館サービスの設立について ". 株式
会社 KADOKAWA. 2013-10-15.
 http://ir.kadokawa.co.jp/topics/20131015_jdls.pdf, （参照 . 
2014-2-10）.
 また、大日本印刷グループ 3 社と日本ユニシスは、2014 年
4 月から図書館向けに新たな電子図書館サービスを開始す
ると発表した。
 " 大日本印刷　日本ユニシス　図書館流通センター　丸善：
クラウド型電子図書館サービスを刷新、図書館と生活者の
利便性向上へ ". 大日本印刷 . 2013-10-29.
 http://www.dnp.co.jp/news/10092989_2482.html, （参照 . 
2014-02-10）.
（16）間部豊 . 公共図書館における電子書籍の導入状況について . 
図書館雑誌 . 2013, 107（12）, p.758. 
 山崎 . 前掲 . p. 763.
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オープンキャンパスにおける
図書館イベントの現状
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はじめに
　近年、受験生を対象に学校説明会、学内見学会、模
擬授業などを行うオープンキャンパス（1）（2）（以下、OC
という）が多くの大学で実施されており、大学図書館
（以下、図書館という）においても様々なイベントが
実施されている。
　OC が受験生に与える影響は大きく、参加した高校
3 年生の 77.4%が「進学したいと思った」との調査（3）
がある。また、高校 3 年生までに 94.4％が OC などの
イベントに参加し、参加校数は平均で 1 人あたり 3.62
校という調査（4）もある。受験生のほとんどが複数の大
学の OC に参加した上で、進学先を検討しているとい
える。
　大学にとっても OC は受験生獲得のための重要なイ
ベントであるが、図書館で実施しているイベントにつ
いて個々の取り組みに関する報告はあるものの、全体
を概観した報告は三浦（2010）（5）以外にほとんどない。
三浦の報告は OC における図書館イベントの紹介や課
題、期待するところなどを自身の知見に基づきまとめ
たものであるが、全国的なイベント実施状況をまとめ
ているものではない。
　そこで筆者は、まず OC に関する文献や各大学図書
館のウェブサイトの調査と、独自に実施したアンケー
ト調査（6）（7）により、図書館で実施されているイベント
の傾向を把握することを試みた。アンケート調査は図
書館員個人を対象とする任意のアンケート方式で実施
したものである。調査期間は 2013 年 12 月 17 日から
12 月 25 日までであり、全国の国公私立大学・短期大
学 142 校 163 館（分館含む）から回答を得ることがで
きた。本稿では、この調査結果について紹介し、その
上で各図書館のイベントを企画・運営する際の参考と
なるよう、「受験生のニーズ」と「学生協働・教職協
働アプローチ」の観点から状況を整理する。
1. 実施イベントの現状
　OC では、学内で多くのイベントが実施されるが、
図書館もその一環として様々なイベントを実施して
いる。
動向レビュー
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る。OC 時に開館した場合、受験生は学生が図書館を
使って勉強している様子を見ることでき、大学に入っ
てからの学習イメージを持つことができる。一方、見
学に伴う音に対して図書館利用者からのクレームなど
も予想される。このため、実施にあたっては利用者へ
の事前の周知も欠かせない（8）。
　アンケート調査の結果によると、通常通り開館して
いる（100 館）が最も多く、OC 参加者のみ入館でき
る（22 館）、通常通り開館している日と OC 参加者の
み入館できる日の両方がある（22 館）、閉館している
（10 館）との回答となっている。
　次にイベントの運営体制についてである。OC で図書
館職員がイベントを担当することは、受験生や保護者
の生の声、反応を見聞きすることができる機会となる。
　そこでアンケート調査では、図書館職員が OC でど
のような業務に従事しているか複数選択式で尋ねた。
その結果、図書館の施設管理、案内のみを担当（開閉
館など）（99 館）が最も多く、以下、図書館内のイベ
ント運営などを担当（46 館）、学内全体のイベント運
営なども担当（37 館）、OC 業務に関わっていない（20
館）となっている。
　自由記述欄では、人員が少なくカウンターなど持ち
場を離れられない、学内業務（案内、誘導、送迎バス
の対応など）を担当するため図書館の企画ができない
など、運営体制の課題をあげる回答も多かった。
　また、イベント運営に関して他部署との連携を課題
にあげる図書館も多かったが、他部署との連携により
学部案内や留学相談（9）などのイベントを図書館内で実
施している例もいくつかあり、なかには学内の OC の
ワーキンググループに参加している図書館もあった。
人的制約により図書館独自でイベントを実施すること
が難しい場合、他部署のイベントを図書館内に取り込
むことでも受験生の来館が期待できる。受験生だけで
なく、他部署の職員に対しても図書館を PR する機会
となりうる。図書館にとってメリットのある試みとし
て注目してよいだろう。
3. 受験生のニーズに応える取組み
　OC に参加している受験生はどのような情報を求め
ているのだろうか。
　受験生が OC で知りたいことの上位 3 つは、「キャ
ンパスの雰囲気」、「学内で勉強できる内容」、「学生の
様子や雰囲気」との調査（10）がある。
　また OC の参加者は受験生ばかりではない。進路決
定に影響力のある保護者の参加もここ数年増えてお
り（11）（12）、保護者向けの OC（13）やプログラムを実施し
ている大学もある。保護者は校風や大学の雰囲気だけ
でなく、「大学では何が学べるのか」、「入学後の成長
　そこでアンケート調査では、図書館でのイベント実
施内容を確認するため、ウェブサイトの調査と筆者の
OC への視察経験に基づいた選択肢を設けて、イベン
ト実施の有無や内容を尋ねるとともに、自由記述によ
り情報を得た。提示した選択肢中、最も多く実施され
ているイベントは自由見学（131 館）であり、以下、
ツアー（72 館）、展示（貴重書、特集展示など）（54
館）、スタンプラリー（18 館）、書庫見学（18 館）、展
示（教科書・シラバスなど）（15 館）、大学案内、学
部案内などの説明ブース（8 館）、ビブリオバトル（4
館）、となっている。また、自由記述欄には、模擬授業、
模擬ゼミ、留学説明会、学生トーク、博物館との共同
での展示、ブックトーク、グッズ作り（栞、うちわな
ど）、記念撮影、古本市、カフェや休憩所の運営など、
多種のイベント内容の情報が寄せられた。
　これらを、受験生の行動の観点から、見学型（知る）、
講義型（体験する）、相談型（相談する）、その他に分
類し整理した（表 1）。アンケートの結果を踏まえると、
現状では見学型（知る）のイベントが中心となってい
ることが伺える。
　また、OC 向けに図書館独自で作成、配布している
ものについても複数選択式で尋ねた。その結果、利用
案内・見学案内（OC用）（43館）、チラシ（OC用）（20館）、
栞（19 館）、展示解説（OC 用）（14 館）、ブックカバ （ー8
館）、ホームページのニュース（OC 用）（6 館）、クリ
アファイル（4 館）、うちわ（2 館）、ビニールバック（1
館）となっている。自由記述欄では、缶バッジ、ポス
トカード、図書館キャラクターシールなどの回答も寄
せられた。この結果から、図書館が主に作成、配布し
ているものも「見学型」のイベントに対応する配布物
が中心となっていることが伺える。
2. OC 時の図書館及びイベントの運営
　続いて OC 時の図書館の開館状況やイベントの運営
体制について見ていきたい。
　まず OC 実施時の図書館の開館状況についてであ
表 1　OCにおける図書館イベントの内容
見学型（知る）
講義型（体験する）
相談型（相談する）
その他
自由見学、ツアー、スタンプラリー、
クイズラリー、書庫見学、展示（貴
重書、特集、教科書、シラバス、入
試の過去問題など）、講演会
模擬授業、模擬ゼミ、講習会（情報
検索）、DB体験、EJ 体験
説明会、個別相談、学生トーク
ビブリオバトル、ブックトーク、読
み聞かせ、上映会、サークル紹介、
コンサート（ハンドベル、ピアノ）、
グッズ作り（栞、うちわなど）、記
念撮影、古本市、カフェ、休憩所
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イメージ」、「就職状況」などに関心を持っている（14）。
　現状では、図書館で実施しているイベントは見学や
展示など受動的なものが中心となっており、それだけ
では受験生や保護者のニーズに応えることは難しいの
ではないだろうか。受験生のニーズを押さえた上で、
能動的に参加できる仕掛けを増やしていく必要がある
だろう。
　学生の様子や雰囲気、入学後の成長イメージを伝え
る方法としては、学生と接する機会を増やす方法が考
えられる。例えば、学生との連携（学生協働）による
イベント運営や卒業生や同窓会との連携、ホームカミ
ングデー（15）や学園祭（16）との同時開催なども考えられ
る。学生、卒業生と交流することで、入学後の成長イ
メージだけでなく卒業後のイメージにもつながる。
　また大学での学びを伝えるためには、表 1 の「講義
型（体験する）」に挙げた模擬授業や模擬ゼミなどの
イベントをはじめ、教員との連携（教職協働）による
取り組みを増やしていくことが考えられる。
　学生の日常の様子を伝える方法としては、OC 以外
の時期に実施するものも考えられる。通年や夏休み・
春休みなど高校生への図書館開放（17）（18）（19）を行ってい
る大学もある。学生が図書館を使って学んでいる様子
を見ることができ、高校生自身も大学での学びを体験
する機会となりうる点から、OC と同様の取り組みと
捉えることもできる。
4. 学生協働・教職協働によるアプローチ
4.1 学生協働
　図書館における学生協働については八木澤（2013）
（CA1795 参照）（20）により様々な事例が報告されてい
る。また、入試スタッフとしての学生協働の事例（21）
は多く、メリットを取り上げる報告（22）も多い。受験
生や保護者は、学生と接することでその大学の学生像
を掴むことができるばかりでなく、学生スタッフに
とっても、受験生に説明するために事前準備、予習を
行うことで図書館に対する理解も深まり、その後の図
書館の有効な活用につながるメリットがある。また図
書館にとっても、学生との協働によって学生スタッフ
との距離が縮まり、学生を理解するきっかけとなる。
　そこでアンケート調査では、図書館で実施されてい
る OC のイベントに対し、学生スタッフがどのように
関わっているのかも確認した。
　その結果、学生スタッフは関わっていない（66 館）
が最も多く、入試課などの学生スタッフが関わってい
る（47 館）、図書館の学生スタッフ（23）が関わっている
（17 館）となった。学生が担当している業務内容はツ
アーガイドがほとんどであり、その他はポスターなど
掲示物の作成、入館対応などであった。アンケートの
自由記述欄では、学生スタッフが受験生に正しくない
情報を伝えている場合もあるため、事前の講習などの
必要性を指摘するコメントがいくつかあった。図書館
職員が事前講習などを実施し、学生スタッフと協働す
ることは、図書館イベントの成功に寄与すると考えら
れる。
4.2 教職協働
　大学での学びを受験生に伝えるためには教員との連
携（教職協働）は欠かせない。今回実施したアンケー
ト調査では、図書館で実施しているイベントに何らか
の形で教員が関わっていると回答した図書館は 34 館
であった。関わっている内容としては、展示のための
企画や解説資料の作成、図書館案内や図書館内での模
擬授業やイベントなどであった。以下、教職協働と思
われるイベントの一例を挙げる。
　愛知県立大学（24）では、教員とめぐる図書館ツアー
が実施されており、教員による具体的な図書館活用法
を聞くことができる。
　別府大学（25）では、「教職」「学芸員」「司書」「アー
キビスト」といった各資格取得に関連した情報コー
ナーが設けられ、資格に関する資料の展示、教員や履
修中の学生による資格の取得方法や授業の内容紹介が
行われている。
　九州大学大学院統合新領域学府ライブラリーサイ
エンス専攻（26）では、専攻説明と模擬授業が実施され、
動画が九州大学 iTunes U と九州大学 YouTube で公
開されている。
　愛知大学（27）では図書館内の施設を活用し、公開ゼ
ミナールを開催し、受験生にゼミの様子を公開してい
る。受験生だけでなく、学生に対しても図書館施設の
活用法を体験させることのできる取り組みといえる。
　司書課程を開講している秋草学園短期大学（28）では、
レファレンスサービスの業務を体験することのできる
イベントが実施されている。
　また図書館によるイベントではないが、八洲学園大
学（29）では図書館司書を目指す人を対象とした OC が
実施されている。ターゲットを絞り込んだ OC の事例
として注目される。
　そのほかにも、授業に関する教科書や参考書、教員
著書・研究論文、ゼミ紹介や研究成果、学生のノート
や卒業論文・修士論文などを展示することも、間接的
に大学の学びを伝える取り組みといえる（30）（31）（32）（33）。
4.3 学生協働・教職協働のビブリオバトル
　OC のイベントとして 2012 年から増えている新た
な取り組みがビブリオバトルである。皇學館大学（34）、
東北大学（35）、宮城教育大学（36）、福島大学（37）、九州国
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際大学（38）などで実施されている（39）（40）（41）。ビブリオバ
トルは学生、教員、職員、どの立場からも参加・運営
ができることから、学生協働・教職協働の 1 つの試み
といえる。受験生も聴衆として巻き込むことができる
ため、受験生にとっても参加型のイベントといえる。
　ここ数年、ラーニングコモンズ、アクティブラーニ
ングが大学界において注目されており、OC において
ラーニングコモンズを活用したイベント（42）（43）やアク
ティブラーニングを取り入れたイベント（44）も今後増
えていく可能性がある。図書館にとっても OC のイベ
ント手法の１つとして考えられるが、教授法や活用法
などとも密接に関係してくるため、教員と協力し、教
職協働のもと検討していく必要がある。
5. OC に関する情報の発信と図書館の役割
　入試や大学に関する情報は多数のメディアで発信さ
れているが、OC に関する情報発信については時に問
題が見受けられる。例えば、大学ホームページにおい
て OC の詳細なスケジュールが直前まで公開されない
ことや、掲載内容も同一 URL で上書き更新され、過
去の情報がアーカイブされていないといったケースで
ある。過去の情報も学内外にとって貴重な参考情報で
あり、大学アーカイブの観点からも記録を残したいと
ころである。
　図書館は普段から機関リポジトリで大学の研究成
果を公開している。帯広畜産大学の図書館紹介ポス
ター（45）、別府大学の OC パンフレット（46）などのよう
に、受験生向けに作成した資料を機関リポジトリで保
存・公開することも、学外に対し大学の教育内容や研
究内容を伝える方法であり、図書館が担える役割の１
つである。
　遠方の受験生や日程的に OC に参加できなかった
受験生のための情報発信も必要である。ここ数年は
Ustream や YouTube などで説明会を中継（47）するケー
スも増えている。映像だと伝わる情報量も多く、録画
があれば受験生はいつでも内容を確認することができ
る。また教職員にとっても視聴者数により受験生の反
応を知ることができ、実施内容の記録の意味でも有効
な手段といえる。動画情報を図書館が収集・保存し、
今後の教育研究での活用に資することも考えられる。
おわりに
　図書館は、受験生をどのように認識しているだろう
か。高大接続・高大連携の観点からも、高校での学び
に注目し、OC 参加者の感想やイベント実施結果から、
今後の学生募集や教育内容にフィードバックしていく
必要がある。また、受験生へのアプローチを考えるこ
とは、その後の入学前教育や初年次教育にもつながる
はずであり、今一度その重要性について考えてみても
よいのではないだろうか。
　大学職員として受験生に対し大学の魅力を伝える
ためにも、自学の学生の質保証（48）に対する取り組み、
アドミッションポリシー（入学者受入方針）・カリ
キュラムポリシー（教育課程編成・実施方針）・ディ
プロマポリシー（学位授与方針）などを認識し、IR
（Institutional Research）（49）や学生ポートフォリオ（50）
の活用、FD・SD（51）などに参画していくことも必要で
ある。
　また、文部科学省の答申（52）（53）において、大学図書
館に対する指針が示されている。大学の教育方針と答
申を踏まえた上で、図書館としてのイベント運営を考
えることは、大学の独自性、魅力を伝えることにつな
がるのではないだろうか。学生や教員の学習支援・研
究支援を行っている図書館だからこそ、学生協働や教
職協働も取り入れ、受験生がこの大学で学びたいと思
えるような魅力あるイベントを行っていきたいところ
である。
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